
広報こしがや　令和3年（2021年）10月号 ３

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です
市外局番は（048）です

かぜのような症状がある場合は来所をお控えください
来所時はマスクの着用および手洗い・消毒をお願いします

＊以下は第4次総合振興計画の施策の大綱。
　◎は令和2年度の重点戦略事業です
＊前年度からの繰越事業を含みます(令和2年度の事業別決算額であり、1万円未満は適宜四捨五入)

令和2年度の主な事業令和2年度の主な事業

◎自治会振興事業 9,797万円
◎大沢地区センター・公民館整備事業 1億5,417万円
◎コミュニティ活動推進事業 2,476万円
・本庁舎建設事業 53億1,452万円
・公共施設等総合管理事業 4,871万円

市民とつくる住みよい自治のまちづくり(市民、人
権、行財政運営)

大綱
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◎産業活性化推進事業 7億8,723万円
◎観光推進事業 5,500万円
◎魅力発信事業 2,087万円
◎流通・工業系土地利用事業 215万円
・高収益農業推進事業 3,064万円
◎農業従事・後継者育成事業 1,045万円

安心して働ける環境を育む持続的で躍動するまちづ
くり(産業、雇用)

大綱
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◎道の駅整備事業 1,228万円
◎公共交通事業 2億2,394万円
・身近な公園の整備 6,067万円
・河川施設維持管理事業 1億936万円
・公共下水道事業支出金 20億8,000万円

・南越谷駅・新越谷駅周辺地域にぎわい創出事業 31億3,479万円
◎良好な市街地の整備(東越谷、七左第一、西大袋土地区画整理会計繰出金)
 9億300万円
・道路の整備(越谷吉川線、川柳大成町線、一般市道等) 10億2,665万円

自然と調和し質の高い都市機能を備えたまちづくり
(都市計画、都市施設、住宅)

大綱
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・小中一貫校整備事業 616万円

・外国語指導事業 8,590万円
・小中学校の運営 5億6,997万円
・小中学校の施設管理 15億3,134万円
・川柳小学校校舎増築事業 5億393万円
・蔵書等整備事業 5,935万円
・図書整備事業 5,521万円
・コミュニティセンター管理事業 5億2,957万円
・屋外体育施設管理運営費 1億5,456万円
・東京オリンピック・パラリンピック推進事業 109万円
・(仮称)越谷市立地域スポーツセンター整備事業 1,743万円

いきいきとだれもが学べる心豊かなまちづくり(教
育、生涯学習、文化、スポーツ・レクリエーション)

大綱
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◎再生可能エネルギー推進事業 996万円
・東埼玉資源環境組合負担金事業 9億7,987万円
◎自主防災組織育成事業 1,194万円
◎災害予防対策事業 1億1,619万円
・防災施設整備事業 7億9,636万円

人や環境にやさしく安全・安心な生活を育むまちづ
くり(環境、危機管理、消防)

大綱
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・医療サービスの充実(病院事業支出金) 13億4,524万円
◎母子健康づくり事業 3,469万円
◎がん検診等事業 5億531万円
◎感染症対策事業 1億4,478万円
・大相模保育所整備事業 4億3,843万円

・子育て充実事業 8億6,221万円
◎子ども・子育て支援給付事業 72億4,766万円
・児童手当給付費 53億537万円
・こども医療給付費 11億5,268万円
◎障がい者就労支援事業 1,919万円
◎特別養護老人ホーム等施設整備促進事業 5億3,344万円
・生活保護扶助費 74億3,503万円
・介護保険会計繰出金 35億774万円
・国民健康保険会計繰出金 20億6,773万円
・後期高齢者医療会計繰出金 7億685万円

だれもが健康で生きがいをもって安心して暮らせる
まちづくり(保健、医療、子育て、福祉、社会保障)

大綱
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市の財政状況を示す指標　健全化判断比率等を公表します

資金不足比率

　健全化判断比率の4つの指標(実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率)の
うち、一つでも早期健全化基準を超えると｢早期健全化団体｣、財政再生基準を超えると｢財政再生団体｣に
なり、それぞれ財政健全化計画、財政再生計画を策定し、早急に財政改善に取り組まなければなりません。
　公営企業会計については、資金不足比率が経営健全化基準を上回った場合は、経営健全化計画を策定
しなければなりません。

　｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣に基づ
き、健全化判断比率等の指標を公表します。各指標の数値
と主な内容は　　　　　のとおりです。前年度に続き、健
全化判断比率のすべての指標および資金不足比率は、国
の定める基準を下回っており、健全財政を維持しています。

（一般会計などに属さない公営企業会計における資金の不足額が、
事業の規模に対して、どのくらいの割合になるかを示す指標）

＊資金剰余の場合は｢資金不足なし｣としていますが、東越谷
土地区画整理事業は▲121万6,855.5％、七左第一土地区
画整理事業は▲689万3,900.0％、病院事業は▲9.6％、公
共下水道事業は▲13.5％となっています

特別会計等
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表1 表2

健全化判断比率表1 表2

一般会計などの地方債残高や将来支払う可能性がある負担など現在抱え
ている負債が、標準的な収入に対して、どのくらいの割合になるかを指標化
したものです。早期健全化基準の３５０％を大きく下回っており、健全です

市の地方債（借入金）の返済額および、これに準じる経費の額が、標準的な
収入に対して、どのくらいの割合になるかを指標化したものです。早期健全
化基準の２５％を大きく下回っており、健全です

市のすべての会計を合算した全体の赤字額が、標準的な収入に対して、ど
のくらいの割合になるかを指標化したものです

一般会計などの赤字額が、標準的な収入に対して、どのくらいの割合になる
かを指標化したものです

＊黒字の場合は「赤字なし」としていますが、実質赤字比率は▲10.62％、連結実質赤字比率は▲17.14％となっています 

　保育環境の充実や待機
児童の解消を図るため、
大相模保育所の建て替え
を行いました。

　9年間を見据えた小中一貫校整備の推進にあたり、基本計画の策定およ
びPFIの手法を含めた整備手法の検討を行いました。


